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第４回木更津駐屯地に関する協議会定例会の開催結果 

 

１ 開催日 

   令和５年１１月２１日（火） 

 

２ 開催場所 

   木更津市役所駅前庁舎８階 防災室・会議室 

 

３ 出席委員 

   木更津市長、木更津市議会議長、木更津市議会基地政策特別委員会委員長、 

  北関東防衛局長、木更津駐屯地司令、部会の長（木更津市企画部長） 

 

４ 議題 

   木更津駐屯地に配備されている航空機の運用に関する懸念事項等について 

 

５ 協議結果等（議事要旨抜粋） 

夜間飛行における具体的な配慮について 

〇９月６日に開催された木更津駐屯地に関する協議会の部会において、委員からは、

オスプレイの夜間飛行に関する質問や意見があった。それに対し、駐屯地の対応方

策としては、地域の皆様の生活を考慮し、２１時までを目途に実施するよう配慮する

との回答だった。具体的な時間帯の目安を示していただいたことは市民の安全・安

心に繋がるものと考えるが、夜間飛行における時間帯以外の具体的な配慮につい

て伺う。（木更津市議会議長） 

 

●木更津駐屯地として、先の協議会部会を踏まえ、洋上からの進入要領については、

騒音軽減の観点から陸地から離隔して進入する経路を見直し、また、離陸・着陸に

おける騒音の分散・軽減を図るため、一部の地域の上空を連続的に飛行しないよう

検討もしているところである。（木更津駐屯地司令） 

 

騒音の負担低減に向けた取組について 

〇陸上自衛隊オスプレイが暫定配備される前の防衛省からの説明では、オスプレイ

の飛行経路は、西側の場周経路を飛行する、つまりは、西側の固定翼機と回転翼機

の場周経路を併用するという認識だったが、実際には、西側の固定翼機の場周経

路を、頻繁に飛行しており、経路下の住民が騒音への配慮を求めている。駐屯地で

も飛行運用について配慮していただいていると考えるが、地域住民は新たに負担

が増えたと思っている。このことを踏まえ、騒音の負担低減に向けた取組について

伺う。（木更津市議会基地政策特別委員会委員長） 

 



資料２ 

 2 / 3 

 

●騒音低減に向けた取組については、可能な限り回転翼機の経路を活用している

が、住民の皆様の負担を軽減するため引き続き回転翼モードと併用し飛行訓練を

行いつつ、場周飛行から場周外に出て訓練を実施する等対策を講じる。加えて、先

ほどの鶴岡委員の質問への回答の通り、騒音の分散・軽減について検討してまいる。

なお騒音苦情が発生した場合には、努めて当該地域を避けて飛行するなど、地域住

民の皆様の負担軽減に努めてまいる。（木更津駐屯地司令） 

 

騒音測定の実施について 

〇令和３年１０月に開催にした本協議会において、市としては、基地周辺住民の皆

様の負担軽減に向けた対策として、陸自オスプレイの暫定配備後の騒音レベルの経

年変化を確認していくことは重要であるとの認識から、本市が実施している騒音測

定の結果、騒音の状況に著しい変化が生じた場合には、騒音測定を実施していただ

きたいと要望したところ、今後、航空機騒音の著しい変化や周辺への大きな影響が

見られる様なことがあった場合には、どういったことができるか木更津駐屯地や本

市と話し合っていきたいとの回答があった。本年６月に２地点で実施した騒音測定

のうち１地点で、環境基準を上回ったとのことだが、騒音測定の実施を含めた、今

後の具体的な対応方策について、伺う。（部会の長） 

 

●本年６月の木更津市江川での騒音測定結果においては、航空機騒音に係る環境

基準である Lden５７デシベルを超過しているとのことである。こうしたことも踏ま

えて、引き続き、貴市のご意見を伺いつつ、騒音の軽減について、木更津駐屯地と

取り組んでまいる。なお、ご指摘の航空機騒音に係る環境基準である Lden５７デ

シベルを超過している地点については、既に環境整備法第４条の規定による第一種

区域に該当しており、環境基本法に基づき定められた「航空機騒音に係る環境基準

について」（昭和４８年環境庁告示）の趣旨を踏まえ、Lden６２デシベル（７５Ｗ）以

上の区域において屋内で Lden４７デシベル(６０Ｗ)となるよう、平成７年度より住

宅防音工事の助成の措置を採っているところである。（北関東防衛局長） 

 

●騒音の分散・軽減に加え、場周飛行、また、測定地域近傍においても、引き続き離

着陸時における飛行 高度の保持、場周経路上の民家直上の飛行の回避を徹底し、

騒音苦情が発生した場合には、努めて当該地域を避けて飛行するとともに、場周飛

行から場周外に出て訓練を実施する等処置を講じている。引き続き騒音配慮につ

いては、継続的に実施していく。（木更津駐屯地司令） 

 

〇市としては、基地周辺住民の皆様の負担軽減に向けた対策として、陸自オスプレ

イの暫定配備後の騒音レベルの経年変化を確認していくことは重要であると考え

ている。今般、市が実施した騒音測定の結果において、航空機騒音の著しい変化が

確認できたと考えるが、騒音測定の実施について、対応いただきたいと思うがどう

か。（部会の長） 
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●引き続き、貴市のご意見を伺いつつ、騒音の軽減について、木更津駐屯地と取り

組んでまいるが、強いご要望があったので、騒音測定の実施については、木更津市

と相談の上、検討してまいる。（北関東防衛局長） 


